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各論 
 

Ⅰ 実施計画の施策体系 
（消費者の信頼を確保するための施策） 

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 消費者意見の反映 

・関係者による意見交換の推進 

                  食品の安全に関する情報提供・公開の推進 

・食品等に関する情報の収集・提供 

啓発        食品の安全に関する教育活動 

・消費者等への各種講習会の開催 

・学校教育と連携した食育の推進 

適正化推進  食品表示の適正化の推進 

・食品の正しい表示についての指導 

・食品表示適正化事業の推進 

支援  県産食品の信頼確保のための施策 

・｢顔の見える関係｣の確立、地産地消運動の推進 

・環境にやさしい農業生産の推進 

・県産食品の安全情報の発信 

（生産から流通･消費における食の安全確保のための施策） 
監視・指導  生産段階における指導の強化 

・農薬,動物用医薬品等の適正使用指導 

・関係法令等に基づく取締り・指導の徹底 

製造､加工､調理段階における監視指導の強化 

・食品製造施設等へのＨＡＣＣＰシステムの導入普及促進 

・学校,病院等集団給食施設への監視指導の実施 

・食品添加物の適正製造,適正使用の推進 

・異物混入防止対策の推進 

・食物アレルギー対策の推進 

・遺伝子組換え食品の安全性確保の推進 

・いわゆる健康食品の安全対策の推進 

・牛海綿状脳症(ＢＳＥ)対策の推進 

・農水産物の簡易加工･販売への指導の徹底 

流通段階における監視指導の強化 

・輸入食品,県外食品等の監視,検査の実施 

生産から流通段階でのトレーサビリティシステムの構築 

・畜産物のトレーサビリティシステムの推進 

・農・水産物のトレーサビリティシステム構築の検討 

検査・研究  試験検査体制の充実強化 

・検査機器の整備と検査の信頼性確保の充実強化 

食品の安全に係る調査研究の実施 

・化学物質等の残留・有害微生物の実態等の調査研究 

・県内地場産品等の保健機能食品としての調査研究 

支援  自主管理体制の推進支援 

・食品営業者,食品生産団体等の自主管理体制確立支援 

・食品製造業に対する HACCP に基づく奨励制度の推進 

連携等  食品の安全に係る関係機関との連携強化 

・関係部局間の情報の共有化と連携強化 

・関係自治体等との連携強化 

・ 国への要望等
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Ⅱ アクションプランの主要な目標 
 

この「しずおか食の安全推進のためのアクションプラン」の２本の柱である「消費

者の信頼を確保するための施策」及び「生産から流通･消費における食の安全確保のた

めの施策」の個々の目標値のうち、食の安全確保を図るうえで、主要な目標を以下に

掲げます。 

 

 

事業内容 管理指標 13 年度実績 17 年度目標 22 年度目標

（消費者の信頼を確保するための施策） 

消費者意見の反映 

タウンミーティング  開催回数 11 回 23 回 30 回 

食の安全推進のための意

見交換会  

開催回数 
２回 ２回 ２回

食品の安全に関する情報提供・公開の推進 

管理指標の公開 頻度 － 毎年度 毎年度 

生産から消費における検

査情報等の提供 

頻度 
－ 毎年度 毎年度

食品の安全に関する教育活動 

朝から元気っ子育成支援 食育事業の実施
３市町

半数の 

市町村 
全市町村

 

食品安全教室(仮称)の実

施 

実施回数 
－ 30 回 30 回

食品表示の適正化の推進 

食品表示合同監視指導 監視指導件数 1,886 件

(⑭見込)
2,000 件 2,000 件

食品表示実態調査・指導 
調査・要指導件

数 

1,100 件

(⑭見込)
100 件 100 件

緑茶の不適正な表示商品

の排除 

不適正表示の割

合 
40％ ０％ ０％

 

食品表示ウォッチャー委

嘱 

配置市町村数 

（委嘱人数） 

74 市町村

（106 人）

全市町村 

（100 人） 

全市町村

（100 人）

県産食品の信頼確保のための施策 

しずおか地産地消推進運

動の展開 

県産農産物を積

極的に購入する

人の割合 

42％ 60％ 60％

 

学校給食用牛乳の衛生管

理 

県産学校給食用

牛乳供給率 

(供給量) 

98％

(13,353t)
100% 100%
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事業内容 管理指標 13 年度実績 17 年度目標 22 年度目標

（生産から流通･消費における食の安全確保のための施策） 

生産段階における指導の強化 

動物用医薬品販売業者へ

の立入検査 

立入検査実施率

(対象施設数) 

100％

(325 店舗)
100％ 100％ 

 

畜産物の抗生物質残留検

査 

抗生物質残留検

出率（検体数）

0.8％ 

(125 検体)
０％ ０％ 

製造､加工､調理段階における監視指導の強化 

食中毒防止対策の推進 

人口 10 万人当

たりの食中毒患

者数の全国順位

21 位 15 位 10 位以内

食品衛生監視指導対策の

推進 

食品衛生監視率

※監視件数/施

設 

100％

(104,403

施設)

110％ 115％

 

異物混入防止対策の推進 
異物混入苦情処

理件数 
155 件 120 件 100 件

流通段階における監視指導の強化 

 輸入食品取扱施設等の監

視の実施 

監視率 

(対象施設数) 

84％

(38 施設)
 100%  100%

生産から流通段階でのトレーサビリティシステムの構築 

消費者へ牛の飼料給与情

報等を提供するｼｽﾃﾑの導

入 

県内肉牛飼養頭

数に対する飼料

給与情報等提供

実施率 

－ 60% 100%

 

店頭における流通情報開

示 

(青果物) 

モデル数 

－ 18 ヶ所 

県内外小売

店における

流通情報開

示の促進 

試験検査体制の充実強化 

食品の収去検査 総検体数 3,459 検体 3,500 検体 4,000 検体 

ストップ・ザ・残留有害

物質 

農薬等検査検体

数 
359 検体 460 検体 485 検体

自主管理の推進 

静岡茶安心安全強化対策 

｢クリーン認証制度｣の確立 

認証件数 
－ 50 件  1,000 件

安全・安心青果物推進業

務 
認定農業者数 1,675 戸 1,790 戸 1,900 戸

 

｢地域食品衛生管理向上

事業｣承認制度 
承認施設数 14 施設 60 施設 

累計 

120 施設

食品の安全に係る関係機関との連携強化  

 しずおか食の安全推進委

員会業務 

委員会･幹事会

開催回数 
年５回 年５回 年５回

 


